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研究成果の概要（和文）： 

  弁護士増加が法曹の質に対していかなる影響を与えるかを実証的に研究する基礎を確立した．

法曹の質の概念規定を法社会学的に行い，それに基づいて法曹の質を計測するための社会科学

的手法を構築し，弁護士に対する質問票調査で法曹の質のレベルを測定した．法曹の質は総じ

て高いことが判明した．法曹の質を社会がどう評価しているかを計測するため，法律相談の来

所者への質問票調査を実施した．来所者による弁護士の評価は高いものであった．さらに，弁

護士イメージの測定方法を構築し，一般人への社会調査でそれを明らかにした．法曹に対する

一般人のイメージは決して高いものではないことが判明した．弁護士実務における法曹の質を

測るため，練達の弁護士による訴訟記録閲覧を通じた弁護士実務の質の評価を実施した．法曹

実務の質は総じて良いことが判明した．以上を通じて法曹の質の概念とその測定方法を確立し

た． 

 
研究成果の概要（英文）： 
  We established the operational definition of the Quality of Lawyer and developed the 
methods to measure it. Through interviews with skilled lawyers, the multi-faceted notion 
of the Quality of Lawyer is developed, the questionnaire to measure it was developed, 
and the questionnaire survey to lawyers was conducted. The overall quality of lawyers 
are found very good. We also developed the questionnaire to measure the people's 
evaluation of the Quality of Lawyer using the image survey. The result of the survey 
revealed that the images of lawyers among people are not very good. We developed a measure 
to evaluate lawyers' practice by using skilled lawyers as evaluators. The evaluation 
revealed the Quality of Lawyer Practice was relatively good.  
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１．研究開始当初の背景 
  2006年3月に新設の法科大学院の初めての
卒業生が世に出て，5 月の新司法試験を受験
し，9 月 21 日に新司法試験の 1009 人の合格
者（合格率 48%）が発表された．新司法試験
の合格枠は徐々に拡大されていた．他方，司
法研修所の二回試験（卒業試験）の落第者が
急増していた． 
  このような事態に対する評価は多様であ
った．多くの論者は，司法試験合格者の増員
は，法律家の質の低下につながりつつあると
論じた．反面，「資格試験」としての司法試
験や司法研修所卒業試験が認定すべき法律
家の質と能力は，現在の司法試験や卒業試験
が要求する水準に較べてずっと低いはずで
あるとの少数意見もあった． 
  しかし，法曹の「質」とは何かについての
理論的検討も実証的検討もほとんどなされ
ていなかった．この研究の空白を埋めること
を目的として本研究を開始した． 
 
２．研究の目的 
  法曹の質を社会科学的に議論する基礎と
して，１．「法曹の質」の意味するものを社
会科学的に確定すること，２．「法曹の質」
を社会科学的に測定・評価する方法の確立，
３．現代の法曹の質を計測すること，が本研
究の目的である． 
  これらの研究を通じて，転換期にある現代
日本の法曹と法曹養成制度を議論するため
の基礎資料を提供することも目的である． 
 
３．研究の方法 
  法曹の質の概念規定のために，熟練の弁護
士との議論を重ね，叩き台を構築し，それに
基づいて質問票を作成し，練達の弁護士に対
する質問票調査を行って，法曹の質の概念を
確立した． 
  多様な側面を含む「法曹の質」を計測する
ための質問群を構築し，質問票として日本の
弁護士に対する調査を行った．この場合，自
己評価と，若手評価の双方の面から法曹の質
を計測した． 
  国民の間での法曹の質についての評価を
明らかとするために，まず，法律相談に訪れ
た人々に質問票を配布して，弁護士の能力と
質とを評価してもらい，ついで，弁護士イメ
ージ調査の手法を用いて調査を実施した．こ
れにより，弁護士の自己評価，若手評価にお
ける法曹の質と，利用者たる国民による弁護
士評価としての法曹の質を明らかにし，両者
の間の一致・不一致を確定する． 
  さらに弁護士の現実の実務の能力評価を
実施するため，練達の弁護士を評価者として，
裁判所民事訴訟記録を読んでもらい，弁護士
の種々の能力評価をしてもらう． 

４．研究成果 
  法曹の質として議論されている事柄には，
多様な内容が含まれ，それらの要素のどれも
が非常に重要なものであることが明らかと
なった．その結果「法曹の質」の構成要素と
して，人格識見に関する要素，法実務に関す
る要素，法創造・立法に関する要素，独立自
営のプロフェッション（経営）に関する要素，
および公益活動への意欲と能力に関する要
素，が区別された． 
  以上の成果を踏まえて弁護士の質を測定
する具体的な質問票の構築し 2007 年 9 月現
在の登録弁護士に対する悉皆調査を 10 月か
ら 12 月にかけて実施した．その成果を日本
弁護士連合会シンポジウムで報告し，『「法曹
の質」の検証』（商事法務）として出版した．
弁護士の自己評価も若手評価も総じて高か
った． 
  法律相談の来所者への質問票調査の結果
も，弁護士の能力やスキル，わかりやすさな
どについて高い評価がなされていた． 
  国民の間の弁護士についてのイメージも
弁護士の質についての測定の一つの指標で
あり，それを計測するための質問票を作成し
て，インタネット調査の手法で２０００のデ
ータを集めた．弁護士の社会的地位の評価を，
裁判官，検察官，国会議員，県知事，県会議
員，司法書士，税理士，警察官などとの比較
で測定するとともに，弁護士の質に関わる諸
要素について一般国民の評価を計測した．ク
ラスタ分析の結果として弁護士との社会的
距離が比較的小さい集団において，弁護士に
ついてのイメージが非常に悪いなどの興味
深い知見が得られた．また，弁護士イメージ
は，弁護士の側が従来持っていた自己のプロ
フェッション・イメージとは大きく異なり，
在野法曹，庶民の味方，弱者の味方等として
はイメージされておらず，むしろ，金持ちの
味方のずるがしこい人種，というものに近い
ことが分かった．法曹養成の観点から重要な
知見として，弁護士の自己イメージとは異な
り，国民は弁護士という職業にそれほど「あ
こがれ」をいだいていないことも分かった．
商事法務から単行の著書として出版予定で
ある． 
  さらに，弁護士の実務上の「質」を測定す
るために，熟練の弁護士延べ 100 名の協力を
得て，裁判所の協力を得て，熟練弁護士によ
る弁護士評価を実施した．練達の弁護士が民
事訴訟記録を読んで，訴状・答弁書，準備書
面，当事者尋問（主尋問，反対尋問），証人
尋問（主尋問・反対尋問）等のスキルと能力
を評価した．結果は，「質」にややばらつき
はあるが総じて高いというものであった．こ
の研究成果も商事法務から出版する予定で
ある． 
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